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クジラの化石について

前回の聚落だよりでもお知らせしていましたが、今回は９月の本格的発掘の結果などをご報告します。

国際教養大学の梅内での授業成果報告書を、全戸配布します！

昨年に続いて、国際教養大学の学生さんが梅内を学ぶ授業を行いました。留学生を含む９名が、梅

内に３回訪れて実施しました。聚落の取り組みや、宝のＰ、山菜俱楽部の活動などを中心に、梅内地

域を調査学習するという内容です。

今年は大学側がその成果を冊子にまとめて、梅内全戸に配布するために印刷製本してくれました。

国際教養大らしく半分が英語の表記になっていますが、ぜひご覧ください。

来年も同じ時期に行う予定ですので、興味がある方はぜひ授業を見学してください。協議員にご連

絡くだされば、日程などが決まりしだいご案内いたします。

また、秋田県立大学の学生さん21名も11月16日に梅内を訪れ、国際教養大学と同じような内容で、

梅内を学ぶ授業を行っております。

９月３日から26日まで、延べ130人の学生や先生がコミュニティセンターに寝泊まりして、本格的に

発掘作業を進めました。今年度の目標である長さ４ｍの下あごを、ユンボやユニック車を使って福井

県の恐竜博物館に運びました。さらに発掘を続けていると、背骨や肋骨などが次々と出てきて、この

調子ではすべてを発掘するにはまだまだ数年かかるかもしれない。もしかしたら全身の骨が埋まって

いる可能性もあり、そうなると全国的にみても非常に貴重な化石になりそうだとの、信州大学の山田

教授のお話でした。

このクジラ、大学の中では”うめちゃん”というニックネームで呼ばれているとのことでした !?

この先、うめちゃんが「梅内の宝」になるかもしれません！

長さ４ｍの下あごの化石が、掘り進めている途中
で２つに割れるというハプニングがありました。
半分になっても、化石本体と付着している岩、周
りを固めた石膏を合わせると、重量が約１トン！
ユンボで慎重に慎重に吊り上げて搬出しました。

クジラの骨で大きいのは、上下のアゴと背骨です。
下アゴを搬出した後で、今度は背骨が並んで次々と
現れてきました。こちらもかなりの長さと量があり
そうで、いったい何処までが埋まっているのや
ら・・。（一番大きい上アゴはまだ見つかっていません）



　

　

梅内聚落コミュニティセンター(旧さんぽえむ)をご利用ください

今年度は聚落住民は使用料が無料、トイレは水洗、冷暖房完備、調理器具も充実。

地元若者グループの食事会、子育てサークルの集まり、地元住民講師によるヨ

ガ教室など、いろいろな使われ方がされています。

グループの集まりなどに、どんどんご利用ください！

9/16 敬老式を開催

今年は梅内聚落が開催準備の当番で、令和元年の種梅小学校

以来、久しぶりに地元で開催いたしました。コミュニティセン

ターは広さ的に大丈夫だろうかと心配しましたが、ホールの中

にちょうどいい具合に納まりました。

宴会に入ると、お笑いマジックショーで大笑いし、その後は

手踊りやカラオケなどで終始賑やかな楽しい会となりました。

分収林の皆伐について

10月に書面による臨時総会で可決していただいた分収林の皆伐と、昨年の通常総会ですでに議決さ

れていた件も含めて、３業者に対して見積りの依頼を行った結果、このたび落札者が決まりました。

小滝、根小屋柾山沢、黒瀬大畑、馬子岱、聚落２ヶ所の合わせて６ヶ所の分収林を、一括して契約い

たします。

皆伐の代金は、年明けの１月中にも各小集落へ入金できるものと思っております。

・8/13  梅内郷土芸能のお盆の演舞をユーチューブで生中継

・8/28  クジラ化石、フジテレビ「世界の何だこれ!?ミステリー」でテレビ全国放送

・8/29  クジラ化石について、山田教授が二ツ井町庁舎で講演会

・9/8 運動会に代わる「種梅グランドゴルフ大会」に支援

・10/12 宝のＰが「秋田県知事環境大賞」を受賞

・10/18 宝のＰ主催、二ツ井小３年生が馬子岱公園で山の木の勉強と工作遊び

・12/3  クジラ化石について、山田教授が秋銀会総会で講演会

・12/14 窓山の安井金也さんが能代の金勇で自身のＮＰＯ法人活動について講演会

・12/30 梅内神社おおはらえ

８月からの

ご報告と、

今後のお知

らせ

山林の管理「能代システム」の説明会

飛行機でレーザー測量して山林の境界をできるだけわかりやすく

しようという、市が行っている「能代システム事業」の説明会が、

12月18.19日に伝承ホールで行われました。今回は種梅川の西側の、

黒瀬より北の範囲について、林を所有している方々にそれぞれの所

有山林の詳しい図面(推定図)が渡されました。

来年の夏ごろには、個々人の林の材積や間伐した場合の収支予想などが記載された「施業提案書」

が渡されるとのことでした。また市役所に行けば、パソコン上で自分の林を立体的に前後左右から見

ることができますし、ＧＰＳの座標ももらうことができます。

推定図では境界の確定まではできませんが、これまでと較べたら、自分の林のことがかなり把握で

きるようになるとても良い事業ですので、今後の事業の進捗に期待したいと思います。




